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アングロ・サクソン時代の歴史劇　：　Edmund






































ーン人はイングランド王EthelredIIthe Unready（本劇の主人公の1人Ed－   







第2場でのCanutusの“new Troy”（3．2．864）入城拒絶がまさにこれに該当  
する），tCanutusとEdmundの間に覇権争奪の戦いが開始される。Edmund  
Jro那王deが描出を試みるのはおよそ半年間にわたる両者のこの闘争なのであ  
る。   
CanutusとEdmundの戦争は，史実に拠ればEdmundが統治した僅か7  
ケ月の間に5鹿戦われ，Edmundは3度勝利を収め2度敗れている。そして  




















されているのである。   
アングロ・サクソン時代の憶史劇  

































Suqyn your grlPPle－minded dad／…・ ／did firstintrude yourselves and   































がEdmundを裏切るよう強要する時，Ybrkは“OhletmediewhenasIleave   
アングロ・サクソン時代の歴史劇  
一点dmα几dJroJlβ∠de，OrⅥ匂r助よゐ肋deAJg舟ge花dぷの場合－  71  
myking，／atrue－bornprince，fbranyfbreigner．”（3．1．853－54）と拒絶する  
が，ここには外国人国王への警戒と自国の王への忠誠そして国内勢力の求心的  





















nipotent all－COnquering arm．”（3．4．1019－22）との2つである。神が嘉し天  





訴求を意図した操作）を感じない訳にはいかない。   
では，問題の結末部改変について考察しよう。先述したように，史実では，  
アシンドンの戦いで決定的な敗北を喫したEdmundはその後の和平交渉で  
Canutusからイングランドの1部のみ領有を許されたのであるが，本劇の作   





Butperceiuinghe［＝Canutus］couldnot且nd aduantage，and that  
hewasrathertooweake，andshrewdlieouermatched，hespaketo  
Edmund with alowd voice onthis wise：‘‘What necessitie（saith  
he）ough七thustomoouevs，mOStValiantprince，thatfbrthe ob－  
teiningofakingdome，WeShouldthusputourliuesindanger？．‥  
Letvs become sworne brethren，and partthe kingdome betwixt  
VS：andletvsdealesofriendlie，thatthoumaistvsemythingsas  
thineowne，andIthine as thoughtheyweremine．””．A氏erthis，  
therewasanagreementdeuisedbetwixtthem，SOthatapartition  
Ofthe realme was made，and that part thatlieth fbre against  
France，WaSaSSlgnedtoEdmund，andtheotherfblltoCnute．H  
興味深いことに，Holinshedはこの合意を“our common writers”によるも  
のと記し，彼自身はここに続く数段落でEdmundの敗北とEdmundからの和  
平の申し出並びに分割の提案を記述している。   
EdTnundIT・OnSideの作者はEdmundの敗北ではなくEdmundの勝利を選  
択し，しかもCanutusの［lからではなくEdmund自身の口から，“Edmundis  








allareyourown，fbryoushallallcommand．  （5．2．2041－46）   
アングロ・サクソン時代の歴史劇  
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